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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
１
２
Ｅ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
愛
姫

【
あ
ら
す
じ
】

　
高
校
生
活
と
（
主
に
）
恋
愛
物
語
を
同
化
さ
せ
た
不
定
期
更
新
式
短
編
集
で

す
。
お
暇
な
ら
見
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
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ｐ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
２
０
セ
ン
チ
の
距
離
（
前
書
き
）

～
あ
ら
す
じ
～

ち
ょ
っ
と
カ
ワ
イ
イ
ぐ
ら
い
の
、
平
凡
な
主
人
公
の
桃
花
。

そ
ん
な
桃
花
の
彼
氏
は
、
１
歳
年
下
の
無
愛
想
な
ヤ
ツ
。

彼
氏
が
自
分
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
・
・
・
不
安
を
募
ら
せ
る
桃
花

に
対
し
、
彼
氏
は
決
し
て
桃
花
に
言
え
な
い
秘
密
を
抱
い
て
い
た
。
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ｐ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
２
０
セ
ン
チ
の
距
離

私
と
君
と
の
会
話
は
、
常
に
小
さ
な
小
さ
な
画
面
上
。

言
葉
で
は
な
く
て
、
文
字
で
の
会
話
。

使
う
文
字
は
、
ア
行
か
ら
ワ
行
、
常
用
漢
字
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
。

―
―
―
だ
け
ど
、
私
の
想
い
は
・
・
・
何
文
も
何
語
も
何
文
字
も
使
っ
て
も
表

せ
な
い
く
ら
い
・
・
・
複
雑
な
ん
だ
よ
。

ね
ぇ
、
分
か
っ
て
る
―
―
―
・
・
・
？

朝
。
電
話
の
着
信
音
で
目
を
覚
ま
す
の
が
、
私
の
日
課
だ
。

今
日
朝
６
時
半
。
部
屋
中
に
、
携
帯
電
話
の
着
信
音
が
鳴
り
響
く
。

私
は
バ
ッ
と
起
き
上
が
り
、
モ
ノ
ト
ー
ン
柄
の
携
帯
電
話
を
カ
パ
ッ
と
開
け
た
。

『
Ｅ
メ
ー
ル
１
件
』

私
と
“
あ
る
人
”
の
待
ち
受
け
画
面
の
端
っ
こ
に
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
反
映

さ
れ
る
受
信
の
文
字
。

受
信
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
開
き
、
先
頭
に
た
つ
『
李
央
』
と
い
う
文
字
を
選
ん
で
、
ド
キ

ド
キ
す
る
心
臓
を
押
さ
え
て
決
定
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。

『
は
よ
。
』

た
っ
た
２
文
字
・
・
・
い
や
、
正
確
に
は
３
文
字
の
本
文
に
、
肩
を
落
と
す
私
、

藤
咲
桃
花
。

フ
ジ
サ
キ
モ
モ
カ

・
・
・
ま
ぁ
、
仕
方
が
な
い
。
彼
は
こ
ん
な
人
な
の
だ
、
と
自
覚
し
て
い
て
も
、

や
っ
ぱ
り
落
ち
た
肩
は
な
か
な
か
上
が
ら
な
か
っ
た
。

『
李
央
、
お
は
よ
う
ッ
！
（
＊
≧
▽
≦
＊
）
も
う
少
し
で
寝
坊
す
る
ト
コ
だ
っ
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た
よ
ぉ
（
ワ
ラ
）
今
日
も
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ね
♪
』

気
持
ち
と
は
裏
腹
の
文
の
内
容
を
手
際
よ
く
打
ち
、
送
信
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

可
愛
ら
し
い
音
と
共
に
、
『
Ｅ
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
し
た
。
』
と
い
う
文
字
が

画
面
に
反
映
さ
れ
た
。

そ
ん
な
音
と
は
裏
腹
の
感
情
を
持
っ
て
い
る
私
は
、
ボ
サ
ッ
と
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
っ
た
。

瞳
を
閉
じ
て
瞼
の
裏
に
映
る
の
は
・
・
・
一
応
彼
氏
の
、
椎
名
李
央
の
顔
。

シ
イ
ナ
リ
オ

李
央
は
、
私
よ
り
１
コ
年
下
の
彼
氏
。
年
下
な
の
に
、
私
よ
り
ず
っ
と
身
長
が

高
い
。
私
が
１
６
０
セ
ン
チ
、
李
央
が
１
８
０
セ
ン
チ
。

だ
か
ら
、
手
を
伸
ば
し
て
も
頬
を
包
む
ぐ
ら
い
が
精
一
杯
で
。

こ
の
距
離
が
、
途
轍
も
な
く
も
ど
か
し
い
。

少
し
で
も
李
央
に
近
づ
く
た
め
に
、
Ｎ
ｅ
ｔ
で
有
名
な
身
長
を
伸
ば
す
器
具
を

購
入
し
た
が
・
・
・
成
長
期
は
も
う
と
っ
く
に
過
ぎ
た
せ
い
か
。
あ
と
５
セ
ン

チ
さ
え
地
か
ら
引
き
伸
ば
せ
な
か
っ
た
。

成
長
期
が
過
ぎ
た
こ
と
は
熟
知
し
て
い
る
が
・
・
・
今
で
も
、
気
が
つ
い
た
ら

爪
先
立
ち
で
行
動
し
て
い
る
。
（
爪
先
立
ち
で
身
長
が
伸
び
る
か
ど
う
か
は
不

確
か
だ
が
）

＋
－
＋
－
＋
－
＋
－
＋
－

「
桃
花
、
お
っ
は
よ
ぉ
♪
」

テ
ン
シ
ョ
ン
の
高
め
の
声
が
聞
こ
え
た
と
同
時
に
、
背
中
に
感
じ
る
ズ
シ
ッ
と

し
た
暖
か
い
重
み
。
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「
・
・
・
美
沙
。
相
変
わ
ら
ず
テ
ン
シ
ョ
ン
高
い
ね
ぇ
。
」

「
や
っ
ぱ
Ｊ
Ｋ
（
女
子
高
生
の
略
）
は
ア
ゲ
ア
ゲ
っ
し
ょ
～
？
」

そ
う
言
い
、
ニ
コ
ッ
と
微
笑
む
絵
に
描
い
た
よ
う
な
美
少
女
の
小
倉
美
沙
。

オ
グ
ラ
ミ
サ

美
沙
は
私
が
幼
稚
園
の
頃
か
ら
の
信
じ
れ
る
親
友
・
・
・
い
や
、
信
友
。
自
慢

の
信
友
だ
。

だ
っ
て
美
沙
は
ニ
キ
ビ
ひ
と
つ
な
い
真
っ
白
な
肌
だ
し
・
・
・
そ
の
肌
に
乗
っ

か
っ
て
い
る
顔
の
パ
ー
ツ
も
全
て
整
っ
て
い
る
。

目
も
大
き
い
し
、
鼻
筋
は
通
っ
て
い
て
高
い
。
唇
は
ま
る
で
薔
薇
と
し
か
言
い

様
が
な
い
ほ
ど
の
綺
麗
さ
。
髪
も
茶
色
の
ロ
ッ
ド
で
巻
い
た
フ
ワ
フ
ワ
の
ミ
デ

ィ
ア
ム
ヘ
ア
。
し
か
も
超
綺
麗
。

手
足
は
細
長
く
、
性
格
も
明
る
く
て
誰
か
ら
で
も
好
か
れ
る
。
お
ま
け
に
Ｈ
カ

ッ
プ
と
い
う
高
校
３
年
生
と
は
絶
対
思
え
な
い
巨
乳
。
（
さ
っ
き
桃
花
が
感
じ

た
重
み
は
多
分
“
コ
レ
”
の
せ
い
だ
。
）

『
も
し
小
倉
美
沙
が
モ
テ
な
い
と
し
た
ら
、
こ
の
世
の
１
人
さ
え
モ
テ
な
い
だ

ろ
う
。
』
と
噂
さ
れ
る
ほ
ど
の
完
璧
美
少
女
。

・
・
・
こ
れ
以
上
の
分
析
は
、
い
い
加
減
「
ス
ト
ー
カ
ー
か
っ
！
？
」
と
思
わ

れ
る
の
で
公
表
し
な
い
で
お
こ
う
。

「
は
い
は
い
・
・
・
残
念
な
が
ら
私
今
、
ア
ゲ
ア
ゲ
状
態
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
ね

ぇ
・
・
・
」

「
お
よ
？
彼
氏
で
す
か
？
？
」

席
に
着
い
た
私
の
頭
の
上
に
、
美
沙
は
独
自
の
巨
乳
を
乗
っ
け
る
。

・
・
・
自
慢
で
す
か
。
あ
な
た
。

「
・
・
・
メ
ー
ル
だ
け
の
や
り
取
り
っ
て
ど
う
思
う
？
」

「
メ
ー
ル
だ
け
ぇ
～
？
」

乗
っ
け
た
ま
ま
、
美
沙
は
私
の
頬
を
さ
す
さ
す
撫
で
る
。
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「
美
沙
、
い
い
加
減
重
い
・
・
・
」

「
ゴ
メ
ン
ゴ
メ
ン
♪
多
分
李
央
君
、
桃
花
と
話
す
の
恥
ず
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
か
な
ぁ
？
」

美
沙
は
私
か
ら
離
れ
、
私
の
目
の
前
に
来
る
。

風
を
感
じ
た
頭
の
天
辺
は
、
少
し
身
震
い
が
し
た
。

テ
ッ
ペ
ン

・
・
・
そ
れ
は
、
私
自
信
の
震
え
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
恥
ず
か
し
い
？
・
・
・
嫌
な
ん
じ
ゃ
な
く
て
？
」

「
そ
れ
は
・
・
・
」

美
沙
は
そ
う
言
う
と
、
「
う
～
ん
」
と
唸
っ
て
口
に
手
を
や
っ
て
考
え
る
仕
草

を
つ
く
る
。

し
ば
ら
く
し
て
、
美
沙
は
口
に
当
て
て
た
手
を
ど
け
て
口
を
意
味
深
な
笑
顔
を

つ
く
っ
た
後
口
を
開
い
た
。

「
し
ゃ
べ
る
の
が
苦
手
な
ん
だ
よ
っ
！
」

「
・
・
・
一
理
あ
る
。
」

素
直
に
、
美
沙
の
言
葉
に
納
得
し
た
。

李
央
は
、
私
と
会
う
時
・
・
・
絶
対
自
分
か
ら
話
を
振
ら
な
い
。
私
か
ら
振
っ

て
も
相
槌
程
度
の
言
葉
し
か
発
さ
な
い
。

「
ま
、
頑
張
っ
て
ね
桃
花
♪
そ
れ
よ
り
さ
ぁ
っ
！
昨
日
、
隆
志
と
ヤ
っ
た
ん
だ

よ
ね
☆
超
キ
モ
チ
よ
か
っ
た
な
ぁ
～
☆
」

・
・
・
毎
日
恒
例
。
美
沙
の
『
ヤ
り
ま
し
た
ト
ー
ク
』
。

周
り
の
目
を
気
に
し
つ
つ
も
、
私
は
全
然
分
か
ら
な
い
話
に
相
槌
程
度
し
か
打

て
な
か
っ
た
。
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・
・
・
し
ゃ
べ
る
の
が
苦
手
・
・
・
か
。

そ
り
ゃ
あ
、
李
央
は
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
、
絶
対
話
を
振
ら
な
い
。
俗
に
言

う
無
愛
想
。
（
そ
こ
に
惹
か
れ
た
の
が
桃
花
だ
。
）

―
―
―
で
も
・
・
・
“
彼
女
”
で
あ
る
私
ぐ
ら
い
・
・
・
他
に
見
せ
な
い
一
面

を
出
し
て
も
い
い
の
に
な
・
・
・

李
央
に
と
っ
て
、
私
っ
て
・
・
・
彼
女
っ
て
・
・
・
何
な
ん
だ
ろ
う
。

私
の
不
可
解
な
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
窓
か
ら
は
初
春
の
爽
や
か
な
風
が
吹
き

抜
け
て
い
た
。

―
―
―
・
・
・

４
時
限
目
。
次
は
理
科
で
移
動
教
室
だ
。

「
桃
花
ぁ
っ
！
理
科
室
行
こ
～
っ
！
」

毎
度
毎
度
の
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
美
沙
が
教
科
書
を
ブ
ン
ブ
ン
振
り
回
し
て
い
る
。

ム
ス
メ

そ
れ
に
同
化
し
て
揺
れ
る
た
わ
わ
な
胸
に
、
男
子
の
目
は
イ
ッ
て
い
る
。

「
わ
、
分
か
っ
た
分
か
っ
た
美
沙
・
・
・
行
こ
行
こ
。
」

・
・
・
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
あ
、
ヤ
バ
い
と
察
し
た
私
は
、
教
室
を
出
る
よ
う
美
沙

を
託
し
た
。

男
子
の
批
判
の
声
を
背
に
受
け
て
。

前
方
か
ら
、
高
校
２
年
生
の
群
れ
が
や
っ
て
来
る
。

そ
の
中
に
・
・
・
ガ
ラ
悪
い
ヤ
ン
キ
ー
５
人
組
が
混
じ
っ
て
い
た
。
正
直
、
私
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は
ヤ
ン
キ
ー
が
大
嫌
い
。
不
正
で
、
チ
ャ
ラ
で
、
女
好
き
で
、
・
・
・
（
云
々
）

と
に
か
く
、
大
嫌
い
な
ヤ
ン
キ
ー
と
顔
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
下
を
向
い
て
歩

い
て
る
と
・
・
・
肩
に
ド
ン
ッ
と
い
っ
た
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
音
が
し
た
。

「
・
・
・
っ
て
ぇ
な
ぁ
。
」

怒
り
気
味
の
声
か
ら
、
誰
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
察
し
た
私
は

「
あ
、
ス
ミ
マ
セ
ン
。
」

と
不
意
に
顔
を
上
げ
た
。

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
・
・
・
例
の
ヤ
ン
キ
ー
。
そ
れ
は
、
大
変
な
形
相

ギ
ョ
ウ
ソ
ウ

を
し
て
私
を
睨
ん
で
た
。

・
・
・
嫌
い
な
ヤ
ツ
と
い
っ
て
も
、
所
詮
私
が
先
輩
。
「
権
力
は
私
の
方
が
上

よ
」
と
目
で
言
い
な
が
ら
、
自
分
よ
り
も
背
の
高
い
ヤ
ン
キ
ー
を
首
を
傾
げ
て

上
目
遣
い
で
睨
ん
だ
。
（
ち
な
み
に
、
い
つ
も
は
先
輩
面
は
し
な
い
桃
花
。
）

「
・
・
・
碧
の
ネ
ク
タ
イ
・
・
・
３
年
生
か
？
」

ミ
ド
リ

数
秒
の
沈
黙
の
後
、
そ
の
形
相
は
途
端
に
緩
み
、
私
の
方
へ
顔
を
近
づ
け
て
き

た
。

モ
ア
ッ
と
香
る
、
ヴ
○
ト
ン
の
香
水
の
臭
い
。
鼻
ピ
ア
ス
、
唇
ピ
ア
ス
、
耳
ピ

ア
ス
・
・
・
空
け
た
穴
が
余
計
く
っ
き
り
見
え
て
、
気
持
ち
悪
い
。

「
・
・
・
そ
う
だ
け
ど
？
」

「
侘
び
と
し
て
さ
ぁ
。
俺
ら
と
一
緒
に
サ
ボ
ら
な
い
？
？
」

そ
い
つ
ら
は
、
と
ん
で
も
な
い
提
案
を
出
し
た
。

私
は
即
座
に
顔
を
歪
ま
せ
、
反
論
す
る
。
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「
フ
ザ
ケ
な
い
で
よ
。
誰
が
ア
ン
タ
た
ち
な
ん
か
と
同
じ
空
気
吸
い
た
い
と
思

う
？
」

「
い
ー
じ
ゃ
ん
♪
メ
ッ
チ
ャ
可
愛
い
し
♪
ね
？
藤
咲
先
輩
♪
」

ピ
ア
ス
が
余
計
に
多
い
野
郎
が
、
私
の
腕
を
物
凄
い
力
で
掴
む
。

痛
み
に
ま
た
顔
を
歪
ま
せ
、
ま
た
反
論
し
た
。

「
ハ
ァ
ッ
！
？
美
少
女
な
ら
も
っ
と
ラ
ン
ク
上
の
女
子
が
コ
コ
に
・
・
・
」

隣
に
い
る
は
ず
の
美
沙
の
方
を
向
く
と
・
・
・
美
沙
は
他
の
男
に
ナ
ン
パ
さ
れ

た
。

ナ
ン
パ
男
の
Ｋ
Ｙ
！
、
と
叫
び
た
い
ト
コ
だ
が
私
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
。

「
と
に
か
く
さ
ぁ
～
、
遊
ぼ
う
よ
ぉ
♪
」

益
々
掴
む
力
を
強
め
て
、
野
郎
は
言
う
。

・
・
・
「
サ
ボ
る
」
が
「
遊
ぶ
」
に
変
わ
っ
て
る
し
！

「
ち
ょ
、
い
い
加
減
離
し
て
っ
・
・
・
」

「
逆
ら
う
と
ど
ー
な
る
か
分
か
っ
て
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
？
」

・
・
・
そ
う
言
っ
た
そ
の
男
の
表
情
。

―
―
―
怖
い
。

・
・
・
と
し
か
言
え
な
い
。

全
身
の
力
が
途
端
に
脱
力
し
た
。

「
さ
ぁ
さ
ぁ
♪
ま
ず
は
ゲ
ー
セ
ン
か
な
ぁ
～
？
」
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あ
あ
。
先
輩
ら
し
く
な
い
な
ぁ
・
・
・

そ
う
思
い
な
が
ら
も
、
や
っ
ぱ
り
男
の
力
に
は
敵
わ
な
く
て
・
・
・
グ
イ
グ
イ

引
っ
張
ら
れ
、
相
手
の
思
い
の
ま
ま
に
さ
れ
た
。

・
・
・
で
も
、
足
は
ま
だ
何
も
支
障
な
い
。

い
っ
そ
の
こ
と
、
そ
の
野
郎
の
ヤ
バ
い
箇
所
を
蹴
っ
て
気
絶
で
も
さ
せ
て
や
ろ

う
か
・
・
・

そ
ん
な
策
略
を
立
て
、
戦
闘
態
勢
を
構
え
た
直
後
・
・
・
フ
ッ
と
、
掴
ま
れ
た

力
が
な
く
な
っ
た
。

「
・
・
・
人
の
彼
女
に
何
し
て
ん
だ
よ
。
」

代
わ
り
に
聞
こ
え
た
の
は
・
・
・
低
く
、
落
ち
着
い
た
愛
し
い
声
。

す
ぐ
横
顔
に
は
・
・
・
何
考
え
て
る
か
分
か
ら
な
い
無
愛
想
な
表
情
。
で
も
、

ど
こ
と
な
く
怒
っ
て
る
・
・
・
っ
て
い
う
こ
と
は
想
像
つ
い
た
。

「
ハ
ァ
？
彼
女
だ
ぁ
？
お
前
の
？
２
－
Ｅ
の
椎
名
李
央
の
彼
女
だ
ぁ
？
こ
の
美

少
女
さ
ん
は
。
」

「
フ
ッ
。
何
逆
上
せ
た
こ
と
言
っ
て
ん
だ
よ
。
―
―
―
女
遊
び
が
俺
ら
よ
り
１

ノ
ボ

枚
上
手
の
椎
名
李
央
君
。
」

―
―
―
思
考
回
路
が
、
止
ま
っ
た
。
静
止
し
た
。

そ
ん
な
中
、
木
霊
す
る
の
は
・
・
・
『
女
遊
び
』
っ
て
い
う
言
葉
だ
け
。

「
・
・
・
そ
う
な
の
？
」

私
は
、
生
気
が
抜
け
た
声
で
そ
う
言
っ
た
。

隣
の
無
愛
想
な
表
情
は
・
・
・
困
惑
の
表
情
ひ
と
つ
見
せ
ず
に
ジ
ッ
と
５
人
を

見
つ
め
て
い
る
。
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・
・
・
そ
の
目
が
。
「
よ
く
分
か
っ
て
ん
じ
ゃ
ん
。
」
っ
て
言
っ
て
そ
う
で
・
・

・
セ
ツ
ナ
イ
。
何
か
が
心
の
中
に
込
み
上
げ
て
き
た
。

「
・
・
・
バ
カ
に
す
ん
な
よ
。
テ
メ
ェ
ら
。
俺
が
お
前
ら
裏
切
っ
た
か
ら
っ
て
・

・
・
そ
れ
に
。
」

切
な
い
気
持
ち
の
真
っ
只
中
に
い
る
私
の
肩
が
、
李
央
の
広
い
胸
板
に
引
き
寄

せ
ら
れ
た
。

「
コ
イ
ツ
、
本
気
の
女
だ
か
ら
。
捨
て
ね
ぇ
よ
。
」

マ
ジ

直
に
感
じ
る
体
温
に
酔
い
始
め
な
が
ら
も
、
李
央
の
表
情
を
見
上
げ
る
と
・
・
・

口
角
を
少
し
上
げ
た
だ
け
の
、
カ
ッ
コ
よ
く
て
頼
も
し
い
笑
顔
が
そ
こ
に
あ
っ

た
。

５
人
は
青
ざ
め
、
ピ
ア
ス
だ
ら
け
の
リ
ー
ダ
ー
と
思
わ
れ
る
野
郎
が
「
行
く
ぞ
。

」
と
４
に
ん
を
托
し
、
ど
こ
か
へ
消
え
去
っ
た
。

「
・
・
・
李
、
李
央
・
・
・
」

さ
す
が
に
公
衆
の
目
が
痛
く
な
っ
た
私
は
、
我
な
が
ら
掠
れ
て
弱
々
し
い
声
・
・

・
い
や
、
も
と
い
目
立
た
な
い
よ
う
な
小
声
で
李
央
を
呼
ん
だ
。

李
央
は
私
を
胸
板
か
ら
放
す
と
、
手
を
握
っ
て
「
こ
い
。
」
と
手
を
引
い
て
歩

き
出
し
た
。

私
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
・
・
・
授
業
な
ん
か
よ
り
も
、
そ
の
広
い
背
中
を
追
っ

て
ゆ
く
こ
と
を
決
め
た
。

着
い
た
場
所
は
、
屋
上
。
教
室
の
窓
か
ら
の
吹
き
抜
け
か
ら
も
感
じ
た
爽
や
か

な
風
が
、
辺
り
を
包
ん
で
い
る
。

風
に
靡
く
髪
を
掻
き
揚
げ
て
、
李
央
は
そ
の
場
に
座
っ
た
。

李
央
に
と
っ
て
何
気
な
い
そ
の
仕
草
に
鼓
動
が
高
ま
っ
た
私
は
、
上
昇
す
る
体
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温
を
感
じ
な
が
ら
も
李
央
の
隣
に
座
っ
た
。

し
ば
ら
く
流
れ
る
沈
黙
を
経
て
・
・
・

「
・
・
・
ゴ
メ
ン
。
」

李
央
が
第
一
声
を
発
し
た
。

李
央
か
ら
喋
り
始
め
る
こ
と
に
珍
し
さ
を
覚
え
た
私
は
、
目
を
丸
く
し
て
李
央

を
見
た
。

「
・
・
・
ん
だ
よ
。
」

「
い
や
、
李
央
か
ら
喋
り
始
め
る
っ
て
珍
し
い
な
ぁ
～
っ
と
・
・
・
」

ヘ
ヘ
ッ
と
笑
っ
て
み
せ
た
が
、
李
央
は
反
論
ナ
シ
。

私
Ｋ
Ｙ
か
？
と
自
分
自
身
に
軽
い
ツ
ッ
コ
み
を
入
れ
て
い
る
間
も
・
・
・
流
れ

る
の
は
、
沈
黙
の
み
。

「
・
・
・
メ
ー
ル
の
こ
と
？
」

「
違
ぇ
よ
。
」

私
の
予
想
は
、
呆
気
な
く
崩
れ
た
。

「
俺
が
・
・
・
元
ヤ
ン
だ
っ
て
こ
と
。
気
づ
い
た
だ
ろ
。
あ
ん
時
。
」

そ
う
言
わ
れ
、
あ
あ
、
と
気
づ
く
。

『
俺
が
お
前
ら
裏
切
っ
た
か
ら
っ
て
・
・
・
』

あ
の
一
声
が
、
李
央
の
過
去
を
物
語
っ
て
い
た
。
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「
・
・
・
俺
が
桃
花
に
惚
れ
た
時
、
壮
絶
な
ヤ
ン
キ
ー
だ
っ
た
。
・
・
・
女
を

盥
回
し
に
貪
る
よ
う
に
付
き
合
っ
て
、
性
欲
ぶ
つ
け
て
、
挙
句
の
果
て
に
捨
て

て
、
ま
た
付
き
合
っ
て
・
・
・
の
繰
り
返
し
。
ヤ
な
や
つ
だ
ろ
？
」

李
央
は
、
自
嘲
気
味
に
そ
う
話
す
。

そ
の
言
葉
の
裏
に
・
・
・
と
て
も
哀
し
い
気
持
ち
が
隠
さ
れ
て
い
た
・
・
・
と

い
う
の
は
、
単
な
る
私
の
ハ
ズ
れ
た
予
想
な
の
か
な
。

「
あ
る
時
、
明
良
が
な
・
・
・
『
３
－
Ａ
の
藤
咲
桃
花
っ
つ
ー
ヤ
ツ
、
ヤ
ン
キ

ー
嫌
い
だ
っ
て
。
ム
カ
つ
く
よ
な
。
』
っ
て
愚
痴
っ
て
た
。
ソ
イ
ツ
の
名
前
が

桃
花
だ
っ
た
か
ら
俺
は
焦
っ
た
よ
。
・
・
・
嫌
わ
れ
て
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
っ

て
。
」

・
・
・
い
つ
も
無
愛
想
で
何
考
え
て
る
か
分
か
ら
な
い
李
央
に
そ
ん
な
一
面
が

あ
る
っ
て
こ
と
に
、
素
直
に
驚
い
た
。

「
ヤ
ン
キ
ー
辞
退
し
た
ら
、
『
女
遊
び
が
俺
ら
よ
り
１
枚
上
手
の
椎
名
李
央
』

っ
つ
ー
こ
と
を
周
り
に
バ
ラ
し
て
・
・
・
挙
句
の
果
て
に
今
さ
っ
き
、
桃
花
に

も
知
ら
さ
れ
た
・
・
・
幻
滅
し
た
だ
ろ
？
こ
ん
な
俺
に
。
」

自
嘲
気
味
な
話
に
ケ
リ
を
つ
け
、
李
央
は
寝
転
が
っ
て
空
を
仰
い
だ
。

私
も
同
じ
よ
う
に
空
を
仰
ぐ
と
・
・
・
凄
く
綺
麗
な
空
が
、
視
界
一
面
を
覆
う
。

そ
ん
な
青
空
に
見
惚
れ
な
が
ら
も
・
・
・
『
嫌
っ
て
な
い
。
』
っ
て
い
う
こ
と

を
表
す
言
葉
を
選
ん
だ
。

「
・
・
・
幻
滅
・
・
・
し
て
な
い
よ
。
」

数
分
の
沈
黙
の
後
、
私
は
口
を
開
い
て
そ
う
言
っ
た
。

李
央
は
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
私
を
覗
き
込
む
。
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「
・
・
・
そ
り
ゃ
あ
、
李
央
が
元
ヤ
ン
だ
っ
た
っ
て
コ
ト
に
は
驚
い
た
け
ど
・
・

・
す
っ
ご
い
李
央
、
魅
力
あ
っ
た
も
ん
。
・
・
・
だ
か
ら
私
か
ら
告
白
し
た
ん

だ
よ
？
そ
う
簡
単
に
幻
滅
す
る
は
ず
な
い
じ
ゃ
な
い
。
」

私
は
そ
う
言
っ
て
、
微
笑
ん
だ
。

「
過
去
が
ど
う
で
あ
れ
―
―
―
私
は
李
央
が
好
き
な
ん
だ
よ
。
」

・
・
・
こ
れ
が
、
私
の
精
一
杯
の
気
持
ち
。

伝
え
る
術
を
知
ら
な
い
私
が
、
頭
を
振
り
絞
っ
て
出
し
た
・
・
・
精
一
杯
の
「

大
好
き
」
の
言
葉
。
「
嫌
っ
て
な
い
」
の
言
葉
。

―
―
―
絶
対
揺
る
が
な
い
。

「
・
・
・
こ
ん
な
野
郎
で
い
い
の
か
？
」

「
勿
論
。
」

「
・
・
・
元
ヤ
ン
だ
し
・
・
・
」

「
過
去
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ
。
」

「
・
・
・
ヤ
バ
い
く
ら
い
ヤ
ッ
て
る
し
・
・
・
」

「
ヤ
ッ
ち
ゃ
っ
た
話
な
ら
、
美
沙
か
ら
厭
き
る
ほ
ど
聞
い
て
る
。
」

一
問
一
答
の
繰
り
返
し
に
、
私
と
李
央
は
同
時
に
笑
い
を
吹
き
出
し
た
。

「
・
・
・
や
っ
ぱ
桃
花
、
お
も
し
ろ
い
ヤ
ツ
・
・
・
俺
が
惚
れ
た
だ
け
あ
る
。
」

「
李
央
も
・
・
・
私
が
惚
れ
た
だ
け
の
男
だ
ね
。
こ
ん
な
一
途
な
人
・
・
・
初

め
て
見
た
。
」

「
・
・
・
一
途
っ
つ
ー
な
・
・
・
」

少
し
だ
け
見
上
げ
て
、
見
た
李
央
の
表
情
は
・
・
・
見
事
に
真
っ
赤
だ
っ
た
。

そ
ん
な
彼
を
可
愛
く
思
え
て
・
・
・
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私
は
、
寝
転
ん
だ
ま
ま
、
赤
く
火
照
っ
た
李
央
の
頬
を
両
手
で
包
み
・
・
・
体

を
ず
ら
し
て
、
李
央
の
唇
に
自
分
の
唇
を
重
ね
た
。

唇
を
離
し
た
李
央
は
、
頬
を
火
照
ら
せ
た
ま
ま
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
・
・
・

「
・
・
・
絶
対
一
生
離
さ
ね
ぇ
か
ら
な
。
」

呟
や
く
よ
う
に
そ
う
言
う
と
・
・
・
下
に
ず
れ
た
私
の
顎
を
持
ち
上
げ
て
、
唇

を
重
ね
た
。

・
・
・
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
言
っ
た
こ
の
言
葉
・
・
・
心
か
ら
、
“
李
央
ら
し

い
”
っ
て
思
え
た
ん
だ
。

李
央
ら
し
い
、
愛
の
言
葉
。

こ
の
時
。
私
と
李
央
の
間
に
は
・
・
・
２
０
セ
ン
チ
も
の
身
長
の
差
は
な
く
・
・

・
１
ミ
リ
た
り
と
も
離
れ
ず
、
密
着
し
て
た
ん
だ
。

―
―
―
そ
の
１
ミ
リ
と
も
空
か
な
い
幅
に
、
幸
せ
を
感
じ
た
。

ね
ぇ
、
李
央
。

私
と
君
と
の
会
話
は
、
常
に
小
さ
な
小
さ
な
画
面
上
。

言
葉
で
は
な
く
て
、
文
字
で
の
会
話
。

使
う
文
字
は
、
ア
行
か
ら
ワ
行
、
常
用
漢
字
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
。

―
―
―
だ
け
ど
、
私
の
想
い
は
・
・
・
何
文
も
何
語
も
何
文
字
も
使
っ
て
も
表

せ
な
い
く
ら
い
・
・
・
複
雑
な
ん
だ
よ
。

ね
ぇ
、
分
か
っ
て
る
―
―
―
・
・
・
？

「
分
か
っ
て
る
よ
。
」
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―
―
―
こ
れ
か
ら
は
、
画
面
伝
い
は
ナ
シ
に
し
よ
う
な
？

２
０
セ
ン
チ
も
の
離
間
が
、
砕
け
散
っ
た
。

残
っ
た
の
は
、
１
ミ
リ
と
も
空
か
な
い
幅
。

も
う
二
度
と
・
・
・
こ
ん
な
に
距
離
を
空
け
な
い
で
ね
？

【
２
０
セ
ン
チ
の
距
離
】



17

ｐ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
２
０
セ
ン
チ
の
距
離
（
後
書
き
）

『
２
０
セ
ン
チ
の
距
離
』
裏
コ
ン
ト
～
お
気
楽
！
？
～

作
者
「
え
～
。
製
作
に
あ
た
っ
て
の
進
行
状
況
を
・
・
・
」

美
沙
「
私
、
小
倉
美
沙
と
ダ
メ
作
者
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
愛
姫
と
共
に
申
し
ま
っ
す

っ
！
」

作
者
「
・
・
・
ダ
メ
っ
て
な
ん
だ
よ
ダ
メ
っ
て
。
て
ゆ
ー
か
な
ん
で
ア
ン
タ
い

る
わ
け
？
」

美
沙
「
い
ー
じ
ゃ
ん
っ
！
出
番
少
な
か
っ
た
し
ぃ
っ
！
で
も
や
っ
ぱ
李
央
君
ウ

ブ
だ
よ
ね
ぇ
っ
！
普
通
、
あ
ー
ゆ
ー
人
気
の
な
い
ト
コ
だ
っ
た
ら
桃
花
を
襲
っ
・

・
・
」

作
者
「
は
ー
い
は
い
は
い
っ
！
一
応
Ｒ
１
５
じ
ゃ
な
い
か
ら
そ
ん
な
コ
ト
言
わ

な
～
い
っ
！
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ッ
！
」

美
沙
「
ち
ぇ
～
。
つ
ま
ん
な
ぁ
い
。
」

作
者
「
じ
ゃ
、
本
題
に
移
り
ま
し
て
・
・
・
な
ん
で
あ
の
ヤ
ン
キ
ー
ら
５
人
組

は
嫌
い
な
桃
花
を
ナ
ン
パ
し
た
と
思
う
？
」

美
沙
「
あ
～
・
・
・
や
っ
ぱ
カ
ワ
イ
か
っ
た
ら
別
腹
な
ん
だ
っ
て
よ
ぉ
。
嫌
い

だ
っ
た
け
ど
可
愛
か
っ
た
か
ら
ナ
ン
パ
し
た
～
っ
て
言
っ
て
た
。
」

作
者
「
・
・
・
意
外
と
ヤ
ン
キ
ー
っ
て
お
気
楽
だ
ね
。
」

・
・
・
最
後
ま
で
美
沙
は
ア
ブ
ナ
イ
奴
で
す
ね
（
＾
Ａ
＾
；
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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